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生物多様性に関する国内外の動きと北海道生物多様性保全計画変更に向けたスケジュール 

 

１ 生物多様性に関する国内外の動き 

（１）ポスト 2020生物多様性枠組の検討状況 

 ・ ６月に「ポスト 2020 生物多様性枠組 第４回公開作業部会（ＯＥＷＧ４）」が開催さ

れ、会議冒頭で条約事務局から、７～９月に中国（昆明市）で開催予定であった生物多

様性条約ＣＯＰ１５第２部は、12月５日～17日にカナダ（モントリオール市）で開催す

る旨を公表。 

 ・ 当該作業部会では、ポスト 2020生物多様性枠組についての多くの論点が合意されてい

ないことから、引き続き、非公式会合等の開催を検討しつつ、ＣＯＰ１５第２部での合

意を目指す。 

    

ポスト 2020生物多様性枠組に関する第４回公開作業部会（OEWG4） 

 

【結果概要】 

● ポスト枠組の各目標等 

ポスト枠組の各目標案を中心に議論が進められました。主な目標案のうち、都市に

おける緑地・親水空間に関する目標や、保全等に関する能力構築に関する目標案の書

きぶりについては全ての国が合意することができました。他方、下記に挙げたものを

含むその他の目標については議論が収斂せず、COP15 第二部に議論が持ち越されるこ

とになりました。 

・ 2030年までに陸地と海洋のそれぞれ 30％を保護・保全する目標案（30by30）に

ついては、数値目標以外の部分の書きぶりに多くの交渉時間が費やされ、具体的

数値（30％等）については議論の時間が確保されませんでした。 

・ 気候変動と生物多様性に関する目標案については、気候変動による生物多様性へ

の影響を最小化することを、日本を含む多くの国が支持しましたが、数値目標の

有無や細かな表現ぶりで修正案が多数提案されました。また、目標に含めるかど

うかで意見が対立している「自然を活用した解決策（Nature-based Solutions）」

という用語の扱いは今次会合では扱われませんでした。 

・ ビジネスと生物多様性に関する目標案については、OEWG3のテキストを元に議論

が進められた結果、どのような手法で企業に情報開示等を促進するか、数値目標

の是非、といった論点等に絞られました。 

・ 資源動員に関する目標案については、OEWG3での議論に加え、生物多様性に関す

る新国際基金設立の提案が議論されましたが、必要性を主張する途上国と、既存

の基金活用改善を求める先進国の間での対立が解消されませんでした。 

 

 

（２）ＩＰＢＥＳ総会第９回会合について 

 ・ ７月に開催された生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフ

ォーム（IPBES）総会第９回会合では、「野生種の持続可能な利用に関するテーマ別評価

（政策決定者向け要約）」や「自然及びその便益に関する多様な価値の概念化に関する方

法論的評価（政策決定者向け要約）」等が採択。 

 

（３）国の検討状況 

 ・ 国内の保護地域について、６月に「国立・国定公園総点検事業フォーローアップ結果」

が公表され、国立・国定公園の新規指定・大幅拡張候補地の選定結果を提示。 
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      ※中央環境審議会自然環境部会第５回生物多様性国家戦略小委員会資料抜粋 

 

・ ＯＥＣＭについて、５月に「自然共生サイト（仮称）の仕組みの試行について」が公表

され、今年度、前期後期に分かれて試行する前期分の試行協力サイトを公表。 

   ※北海道内の協力サイト 

    ・史春林業施業地（一般財団法人 史春森林財団） 

    ・北海道製油所（出光興産株式会社） 

    ・マテリアルの森 手稲山林（三菱マテリアル株式会社） 

 

（４）次期生物多様性国家戦略策定に向けたスケジュール 

 ・ ＣＯＰ１５（第２部）の開催日決定に伴い、次期生物多様性国家戦略の策定は、年内か

ら今年度内を想定。 

 

   



２　北海道生物多様性保全計画変更スケジュールについて【R4.8月修正版】
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